
 
2025 年ミャンマー地震に関する速報会を開催しました (2025/4/25) 
 

テーマ：2025 年ミャンマー地震、緊急調査、分析、復興に向けて 

会 場：オンライン  

 

2025 年 3 月 28 日にミャンマー中部で発生したマグニチュード（Ｍ）7.7 の地震に関して、

当研究所では 4 月 25 日、オンラインによる速報会を開催しました。4 月中旬に栗山進一所長を

含む 4 名がタイへ緊急調査に行った結果の報告のほか、タイ、中国の研究者も参加し、被害状況

や復興に向けた知見を共有しました（下記参照）。 

発表は日本語と英語により完全オンライン、同時通訳付きで実施し、全国から約 200 人が 

参加しました。 

報告会で使用した資料は、下記のウェブサイトに掲載しています。 

https://irides.tohoku.ac.jp/research/prompt_investigation/2025myanmar-eq.html 

報告会の動画は日本語、英語それぞれ、当研究所の動画チャンネルに掲載しています。 

https://irides.tohoku.ac.jp/channel/ 

 

 

【プログラム】 

１．開催挨拶（日本語） 

  栗山進一（災害科学国際研究所 所長） 

  

２．地震を受けた日本政府の対応について（日本語，5 分） 

  梶原 徹（タイ日本大使館） 

  

３．報告 

（１）地震の背景と地震時変動（日本語、7 分） 

   岡田悠太郎、福島洋、遠田晋次（災害科学国際研究所） 

  

（２）途上国災害対応への衛星情報活用の課題と可能性（日本語、10 分） 

   永見光三（東北大学グリーン未来創造機構）、川北史朗（宇宙航空研究開発機構） 

  

（３）バンコクでの被害状況と緊急調査報告（日本語、15 分） 

サッパシー アナワット、スクンタナソーン ナルテープ、榎田竜太、栗山進一（災害 

科学国際研究所） 

  

（４）JICA タイ事務所の取り組みについて（日本語、10 分） 

   川辺了一（Japan International Cooperation Agency (JICA) タイ事務所） 

 

（５）From Policy to Practice: Challenges and Opportunities for Resilience  in 

Thailand’s Disaster Management（English, 10 min） 

   Ratchaneekorn Thongthip（Member of the Senate of Thailand, Director of 

Thailand tsunami museum） 
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（６）Structural damages found in tall buildings in Bangkok from M7.7 Myanmar 

earthquake（English, 10 min） 

   Amorn Pimanmas（President of Thailand Structural Engineers Association） 

  

（７）【資料のみ。当日は通信環境の事情によりご欠席】 

Overview of the Sagaing Earthquake and Current Loss Inventory Survey in 

Inle Lake (UNESCO World Heritage)（English, 10 min） 

   Kyaw Swar Myint Thein（Founder of Unique Lab Co., Ltd.） 

  

（８）2025 Myanmar Earthquake: Investigating damage through remote sensing, 

news reports, and social media（English, 10 min） 

   Ruben Vescovo（IRIDeS, Tohoku University） 

  

（９）The effects of the 2025 Myanmar earthquake on buildings in China: A brief 

summary（English, 10 min） 

   Zhe Qu（Institute of Engineering Mechanics, China Earthquake Administration） 

  

（10）Damage Update and Future Outlook（English, 10 min） 

   Yuichi Ono（IRIDeS, Tohoku University） 

  

４．閉会挨拶・Closing remarks 

  小野 裕一（災害科学国際研究所 副所長） 

  

司会 森口 周二、井内 加奈子（災害科学国際研究所） 

 

 

 

 

 

バンコクでの被害状況や組織連携状況について話すサッパシー准教授 

 

 

文責：今野公美子（広報室） 

https://irides.tohoku.ac.jp/

